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麿

蟹

5
日
(火
)
掌
饗
構
演
会

主
催
工学

部

「最
近
の
溶
授
と
金
属材
料
」八

耀
製
鉄
所
鈴
木
春
羨

冶
金寧
教
箋
第

一講
羨
隻
に
お
い
て
午後
一時
か
ら

ア
ジ
ア
経
済
研
「齎
西
セミ
ナ
ー
」

主
個
ア
ジ
ァ
経
済薪
究
所
岩
村
忍
・

堀
江
保
蔵
他

午
後
一時
から
五時
嶺

で
楽
震
塗
餌
に
お
い
て

6
口
(水
)
奨
学
虚
交
付
嵐
生課
掌

資
掛
で
午
前
九
時
三
十
分
から
午
後
三

時
三
十
分
ま
で

7
日
も
行な
う

木
研
公
闘
講
濱

主
催
遠大
木
材
研

(月 曜日)昭和38年(1963年)11月4日
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別
個
の
集
会
と
デ

モ

教
養
、理
、
経

が

ス
ト
で

全
国
学
生
統
一行
動
日
の
十
月
二
十
一日
、
十
一
月
一日
は
京

大
、
同
大
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め
、
東
京
、
大
阪
、
九
州
、

静
岡
、
京
都
各
都
府
県
学
連
な
ど
全
国
各
大
学
が
ス
ト
、
授
業

放
棄
、
街
頭
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
立
ち
上
が
っ
た
。
さ

き
の
九
月
冒
頭
全
自
代
で
提
起
さ
れ
た
こ
の
日
の
闘
争
は
、
政

治
情
勢
が
固
着
化
し
た
ま
ま
総
選
挙
へ
と
大
衆
の
眼
が
集
約
さ

れ
て
い
っ
た
こと
も
あ
,っ
て
指
導
方
針
が
明
確
に
定
ま
ら
な
か

っ
た
こと
、
京
都
、
東
京
、
静
岡
な
ど
で
、
民
青
11
統
一
派
の

組
織
的
な
分
裂
活
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
各
地
と
も

意
識
的
に
も
、
動
員
数
に
お
い
て
も
あ
ま
り
盛
り
上
が
ら
な
い

ー響

も
の
に
終
っ
た
。
と
く
に
京
都
で
は
、
市
内
各
大
学
民
青
が
同

志
社
大
で
"全
京
都
学
生
知
識
人
集
会
"
を
も
ち
デ
モ
も
全
く

別
コ
ー
ス
が
と
ら
れ
た
。

U

圃而
∂

一

噸

1
・

府
学
連

集

会

十
一
、
一麿
望連
統
一行
動
に
む
け
て

三十
一日
傘
下
各
大
学
自
治
会
で
撃

穴
会
が
も
た
れ
た
.

京
大
教
獲
部
で
は
、
午
後
皇
時
から

斬
穂
雌
で
代
護
員
大
金
が
も
たれ
、

賛
成
四
百
二
十
三
、
反
対
百十
二、

保
留
三
十
九
、
葉
榴
二
十
九
で
一日

の
ス
ト
ラ
イ
干
が
可
決
され
た
.
こ

れ
に
さ
き
だ
ち
、
正
午
から
開
か
れ

た
重

壌

美

会
では
萎

掌
里

理
掌
部
が
ス
ト
権
を
確立
し
た
。

な
お
理
学
部
で
は
同
時
に
「岡
学

会
府
学
逮
の
も
と
に結
集
す
る
」
と

齢う
提
案
が
八
十
七
部
γ九
十
可
決

さ
れ
た
。

圓
㌔心社
一念やで
も
、
午
負
三
侍
から

五
千
蒼
人
(委
任
状
を
ふ
く
む
)
の
掌

生
を
集
め
て
学
生
大
会
を
もち
「授
葉

料
櫃
上
げ
反
対
」
「住
谷
新
総
長
支

持
」
を
決
議
す
る
と
と
もに
一日
の
X

ト
ラ
イ
キ
を
決
定
し
た
.

全
日
ス
ト
の
駁
大
教養
都
で
は
午
需
七

陣
半
か
ら
各
門
を百
人
の
写生
がピ
ケ

達
は
る
と
と
も
に各
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ビ

ラ
ま
き
に
二
百
人
の
与生
が
参
加
し

た
.

こ
の日
京
大
統
一派
は
、
経
済
写
部

同
好
会
を
甲
心
に
法
続
第
四
教
53}で

の
四
者
共
闘
集
会
を
提
起
、
岡
宰
会

も
チ
足
し
て
い
た
図
欝
館
前集
会
を

断
念
、
法
経
第
一教
整
に
変更
し

た
.

法
経
第
一教
整
で
は
、
四百
人
の掌
生

を
集
め
て
、
正
午
か
ら
全京
天集
会
が

も
た
れ
た
.
八
木聞
学
会委
員
長
は
話

顎
報
告
の
甲
で
、来
轡
に
予
窟
さ
れ
て

い
る
廠
法劇
査会
箸
串
隙
止
、
憲
法
閉

曇
に
む
け
て憶
久
的
な
憲
法
研
冤
会
を

つ
く
る
こ
とを
提
起
す
る
と
と
も
に
統

こ
こ
で
、
八
木
窟
穴
同
学
会
婁
員
長

は
河
原
町
今
出
川
付
近
で
、
聞
大
に

向
か
う
統
一派
の
デ
モ
隊
に
、
闘学

会
の
デ
モ
隊
が
、
冥
力
で
介入
粉
砕

す
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
た点
を
、

掬
揮
系
統
の
不
備
か
ら
だ
った
と
釈
.

明
原
大
集
会
で
確
認
され
た
こ
と
を

基
盤
に
今
後
も
統
一派
に
は
説
得
活

助
を
続
け
る
`
強調
し
た
.
続
い
て

清
田
前
府
学遷
委
員
長
は
、
長
朔
的

な
展
理
の
な
かで
、
憲
研
の
組
識
化

曹
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学
長
選
、現
状
の
ま
ま
で

拡
大
運
動
効
な
し
に

今
僅
の炭
大
で常
に
注
団
さ
れ
て
釆
た

掌憂
選
挙
は
いよ
い
よ
十
七
日
に
行
な

わ
れ
る
こと
が
決
定
し
た
.
こ
れ
は
十

月
二十
ハ日
午
後
の
大
学
協
議
会
(●

長
・平
沢
興
撃
長
)
で
正
式
に
発
衰
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と霜
樽
者

Ω
§
鰹覆
、
被
還
挙
糧
)
は
十
一月
一

日
現
在
の
専
任
教
授
と
な
っ
て
おり
、

三
百
三
十
九
人
の
教
授
が
含
まれ
る
。

選
挙
は
最
初
に
第
一次
投
票
(
二名
連

記
)
で
候
補
者
を
十
人選
び、
続
く

第
二
次
投
票
(単
記
)
で上
位
の三
人

に
し
ばり
、最
終
的
に
は
第
三
次
投
票

(単
記
)に
お
いて
過
半
数
を
占
め
た

者
が
学
長
に
選
ば
れ
る
.
だ
が
、
誰

も
過
半
数
に
遣
し
な
い
場
合
は
、
改め

て
上
位
の
二
人
の
聞
で
決
戦
投
票
が行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
.そ
し

て
、
お
そ
く
と
も
岡
日
の
タ
方に
新
掌

長
が
決
ま
る
。

今
度
の
婆
寧は
平
沢
現
学長
が
三

十
二
隼
十
二
月
に
就
任
以釆
、
二
期

っ
と
め
た
任
期
が
十
二
月十
五
日
付

で
切
れ
る
た
め
、
九月
頃
か
ら
こ
れ

をめ
ぐ
って
か
な
り
活
発
な
勘
き
が

み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
選
挙
権
の
拡

大
を
擾
求
し
て
の
も
の
だ
っ
た
.
そ

し
て
大
学
当
同
も
大
舩割
展
委
員
会

を
設
け
、
漫
面
上
は
熈
解
の
あ
るよ

う
な
態
度
を
示
し
た
が
、九
月
三十

日
の同
委
員
全
で
審
蹴を
や
り
な
お

し
第
一小
委
に
戻
し
た
.
こ
の
時
か

ら
今
圃
の
選
挙
の
拡
大
の
盟
み
は
た

た
れ
た
.
こ
れ
が
二
十
九
日
の
大
学

協
麟
会
の
発
製
で
正
式
に
導
任
教
授

ま
で
と
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
ら
れ
た
ま
ま
中
止
状
態
に
な
って
い

る
.
十
月
二
十
九
日
の
大
学
協
議会
で
十
一

月
十
七
日
に
学
畏
選
挙
が従
釆
通
り
教

授
の
がの
有
権
者
四
首
三十
九
人
に
よ

って
行
な
わ
れ
る
こ
と
が決
定
し
た
以

上
、
延
期
要
求
が不
可
能
な
状
態
ム
な

った
と
み
て
、
昆
主化
委
員
会
で
は
十

一月
十
六
日午
前中
授
莱
放
棄
と
午
後

集
会
を
、
こ
れ
ま
で
の選
挙
権
拡
大
逼

勘
の
総
捨
の憲
味
も
ふ
く
め
て
、
選
拳

の公
協
など
を
竪
求
し
て
開
催
す
る
こ

と
を予
廻し
て
い
る
.
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一
万
人
署
名

中
止

へ

岡
学
会
学
内
民
主
化
委
員
会に
よ
って

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
学
長選
挙
延
期

要
求
署
名
運
勲
は
、
選挙
権
拡
大
一万

二8
X

評

、灘 護蓑馨羨灘 藁 三雛 罐妻
≡ り 的 の れ さ し て 日 と こ の 月 九 京 労'山 の 学

1ξ瀦 雛 募美董骸 難 歪舞 琴驚 霧

灘 舞縫 験1購;
ll懇1難ll難

ご覧醐 髄憎1,鱒,●榊M響噸lm■ll蜜●●11,●●欄 欄婁91塵量奪1●●"lll管鱒1■,田邑蓼3●冒1隅1膨榊欄lll鱈闘llM鴨●●●e鮒開履悌o●9●●●ll畳嚇 剛嶺 騰闇Ml鱒o

罫 し㍉ 昌奉要窒複 醤鐵隷 煮露毅 葦貌
≡大 現 か く院 費 の伝 つかい 、院で 君 そを に る

≡も 制
≡の と
≡と い署し う
≡て ば≡
の あ¶言大い

1響難 縷 真
こ生製雪瀬 淡 晴
の双導 ひちがと修

嚢 豊響譲

1難1難霧1鱗
糞耀 鑓養ξ墓壽難 聯 撫薯
、1鱒lll,,川1"随1,1胆",,llo9川6榊1憎lll51,撃1川鱒1睦睡四けll嗣弱Hu`o"弱嚇鱒1け験●lo,o榊髄・…1鱒 欄Ol旧雪1網r811岡轍",o騨舗槻IO川gee轍

大
掌
院
の
入
誠
は
法
経
両学
部
では
す
で
に

お
わ
っ
た
.
文
、
教
胃
な
どは
二月
に
お
こ
な

制

は

を
措
進
せ
よ
と
訴
え
た.
続
い
て
「

改
憲
の
隠
謀
粉
砕
」
「米
核
濡
水
艦

寄
港
阻
止
」
「
日韓
会
談
粉
碑
」
「

私
寧
授
漿料
値上
げ
反
対
」
な
ど
の

ス
ロ
ーガ
ン
を採
択
し
た
.

午
後
四
時
学生
は
河
厭
町
御
池
↓
四
条

通
り
↓
円山
公
園
の
コ
ー
ス
を
デ
モ
行

避
に
一つ
つ
った
.
府
警
は
約
八
百
人
の

揺
翻隊
嫌各
交
差
点
に
配
置
す
る
と
と

人
署
名
を
め
ざ
し
て
い
た
が
十
一
月
一

日
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
提
起
さ
れ
るに
お

よ
び
三
十
日
現
在
約
三
百
人
の
署名
が

が
なに
よ
り
も
必
蟹
で
あ
,て
理
想
諭
を
ひ
と

び
とが
提
出
し
あ
う
の
で
な
け
れ
ぱ
、
本
質
的
}

な点
で
の
前
進
は
累
め
な
い
.

私
のビ
ジ
ョン
を
述
べ
よ
免

大
学
院
が
各
掌
部
に
付
属
し
て
い
る現
芹あ

制
度
を
や
め
て
、
大
学
院
は
超
学
部
的
な
存
存

.
そ
れ
に
よ
o
て
ま
ず
第
一

し
は
重
な
り
あ
う
領
域
の研

ら
れ
る
.
法
経
な
ど
の歴
更
.

歴
史
研
究
の
交
流
な
どは
藍

第1172暑で1,

も
に
、
丸
太町
付
症
から
は
約
四
百
人

が
デ
モ
隊
に
つ
きそ
う
形
で
終
始
し

た
.
ζ
の
た
めデ
モ
隊
は
、
四
条
河
漂

町
交
差点
で多
少
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
麗

開
し
た
の
みで
完
全
に
制
圧
さ
れ
た
形

で
あ
っ
た.
な
お
聞
交
差
点
で
は
束
大

二
人
、岡
夫
五
人
の
4
生
が
検
挙
さ
れ

た
.岡
六
時
す
ぎ
、
学
生
は
円
山
公
囲

内
で総
拮
を
行
な
い
開
散
し
た
.

静
大

な
ど
で

も

り
上
り

+
.三
一
東
大
教
養
は
ス
ト
失
敗

果
京
で
は
、
藁
大
教
餐
学
部
で、
常
任

$貫
霧

ス
ト
を
提
起
し
た
が
三+
日

の
代
議
員
大
会
が
成
立
せず
、代
纈
員

集
会
で
民
暫
の
提
起
し
た
,峡
閲
「日

本
の
璽
明
け
」
を見
る
日
凸
が多
数
で

兼
認
さ
れ
る
と
い
うあ
りさ
ま
であ
っ

た
.
三
十
一目
都
学遮
と
マル
学
岡
甲

核
派
輪
一行
勘
は溝
水
谷
公
園
で
「原

掌
院
教
官
を
置く
ので
は
な
い.
髪
瀞、
研
究

所
、
教
蟹
部
の教
官
の
う
ち
か
ら
、
た
と
え
ば

三
年
ぐら
いの
期
閥
を
単
位
ど
し
て
、
交
替
で

犬
字院
の謬
任
者
が
選
ば
れ
る
仕
組
み
に
ず

る
.
大掌
院
導
任
教
冒
に
な
うて
い
る
期
聞

ま
、
学
部躊
義
・学
部
行
政
か
ら
離
れ
て
、
研

子
力
濯
水
艦
寄満
厘
止
、
目
韓
会
鮫
粉

紳
」
を
主
ス
ロー
就
ン
と
し
て
も
た
れ

た
.
外
務
蓬

は
、
学
生
八
百
人

と
麓

隊
がは
げ
》

葵

・
学
究

人
が
検
挙
され
負
響

も
十
数
人
に
遣

し
た.購謹
騰
蓬

甲
野
、渡
辺
教
授
退
職

ウ
ィ
研
の
中
心
メ
ン
バ
己

京
大ウ
ィル
ス
研
究
所
の
甲
野
礼作
、

渡
辺
格
両
教
授
が
逗
職
す
る
こ
と
に
な

った
.
温
職
後
、
甲
俊
教
授
は
厚
生省

予
研
ウ
ィ
ル
ス
中
央
塗
盒
部
長
、渡
辺

教
授
は
慶
応
大
教
授
の
職
に
つく
.

}㎜れ㎜㎜㎜謝1

ー
ガ
ン
と
し
て
決
起集
会
を
も
っ

た
。
そ
の
後
ヂ
モ
で
府警
機
勃
隊
と

衝
契
五
人
の
学生
が検
挙
さ
れ
た
.

静
岡
大
掌
で
は
、民
爾
が
妨
蟹
宿
動
を

行
な
う中
で
、
三十
一日
、
圧
倒
的
に

全
学
スト
ラ
イ
キ
が
成
功
し
た
.
な
お

九
州学
迷
も
九
天
教
養
部
な
ど
の
授
藁

放
棄
で立
ち
上
が
った
.

同
学
会
代
議

員
改
選
せ
ず

い

額
鰻
麗
舞
鮪
莚
藷
癩
彌
舘
駿
葡

今
月
中
句
に
金
掴
代

一

墓
●で
四
派
系
が

来
る十
一月
九
、
十
日
の
脚
日
、
束
都

大学
に
お
いて
、
全
目
代
(全
国
大
掌

自
宿
会代
裂
管
会
謡
)
を
開
催
ず
る
予

走
であ
った
が
、
京
都
劇
係
の
代
裂
者

が数
多
く
遠
捕
さ
れ
て
準
備
が
遅
れ
て

いる
滝め
、
約
一週
問
程
の
ぱ
さ
れ
て

隅じ
く蝦
都
大
学
に
て
お
こ
な
わ
れ
る

こと
に
な
った
.

冊闘翻
3言
3。8
ー

謬

るこ
と
に
な
7た
.

同
学
会
執
行
部
で
は
、
現
在
の
政
冶

情
勢
が
す
で
に
改
慧
原
案
起
草
の履

階
に
は
い
って
い
る
こ
と
を璽
視、

ζ
のよ
う
な
情
勢
下
で
、九
月
以降

露
塁
さ
れ
た
学
生
巡
動
の
分裂
の固

定
化
を
避
け
る
た
め
に
、
統
一
の貝

体
的
な
処
置
と
し
て
、
工学
部
の代

議
員
巡
出
の
遁
種
は
、
形式
的
に
は

間
題
な
い
が
、
実
質
的
に
は問
題
が

あ
り
こ
の
問
題
に
っ
い
て
は自
己
批

判
を
行
な
う
、
更
に
執行
部、
統
一

派
商
者
の
見
解
を
保持
し
た
上
で
「

共
同
瑠
明
」
を
公衰
す
る
、
と
いう

髪
協
藁
を
提
出
し
て統
一派
と
交
渉

を
続
け
た
が
、
統
】派
が
現
在
の
運

動
の
分
裂
の
責任
は執
行
部
に
あ
る

と
し
て

こ
の
点を
明
白
に
し
な
い

限
り
「共
同
μ明
」に
は
応
じ
ら
れ

■

隷欝
㎜㎜
鶴

実

存

主

義
獅
自
白
の
喪
失
咽
調朋

欝総

繍

ゴ
漸籔

的幾

的鱗

護鍵

く難

麺語

訓

璽目

墾

蟹霧

峨矯

罫o町
課

理

想

社

な
い
ζ
と
を
固
執し
た
ため
物
分
か

れ
に
な
っ
た
も
の.

こ
う
し
て
統
一の勤
き
も
ま
た
失
敗
し

た
が
、
現
執行
部
で
は
今
後
も
統
一の

た
め
の
努
力
はあ
く
ま
で
続
け
る
と
い

っ
て
い
る
.
ま
た
閣般
学
生
の
聞
に
も

こ
う
し
た
分裂
は学
生
運
動
の
後
魁
を

も
た
ら
す
ば
か
り
な
ので
統
一を
希
募

す
る
画
は多
い.

臨皿
ハ
同

皿研
な

ド
ζ
を

凱訂
論
㎜

第
切
回
学
術
会
議
繕
会
開
く

原
潜
に

日本
¢
術
会
議
の
秋
期
総
会
が
去
る
十

月
二十
五
日
か
ら
三
日
問
上
野
の
学
術

会
鱈会
暖
璽
で
開
か
れ
Φ
共
同
利
用
研

究
所
②
爾
極
観
測
③
原
子
力
潜
水
職
寄

漕
悶
題
④
研
究
基
本
法
な
ど
の
聞
題
が

射
議
さ
れ
た
が
今
回
は
特
に
目
立
っ
た

u
は
"声
明
再
確

認

回
国
臆
師

最
終
的
に
決
定
6

細
部
の
準
備
も
進
む

予
定
企
画
は
ほ
ぼ
整
の
う

十
一月
祭
ま
で
あ
と
二
避閥
あ
ま
り
、

西
部
構
囚
の
ヘ
イに
も
智
板
が
か
け
ら

れ
、
準
備
も
迫
い込
み
体
制
に
入
う

た
。交
渉
が雄
行し
て
いた
講
師
陣
は
全

部
そ
ろ
い、
左
配
の
よ
う
な
日
程
で

テ
ー
マシ
リ
ー
ズ
に
モ
って
講
演
が

行
なわ
れ
る
こ
と
に
な
った
。

鷹

一日
「非
箆
別
の
軌
跡
」

森秀
人
、
林
光
、
宗
左
近

▽第
二日
「亀
袈
の
構
成
」

谷
川
雁
、
平
岡
正
明
、
山
口
健
二

▽
第
三日
「葬
人
称
の
群
れ
」
斎
藤
竜

鳳
、
石
堂
淑
郎
、
関
根
弘

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
二
十
三
日

に
は
準
備
委
企
画
の
シ
ン
ポ
ジウ
ム

「犯
罪
者
の
ア
ジ
テー
シ
ョン
」
が

森
秀
人
、
平
岡正
明
、
山
口
健
二
、

三
漂
安
響
の
各氏
の出
席
の
も
と
に

行
な
わ
れ
る.

ま
た
自
然
科
撃系
講
演
会
は
二
十
三
日

午
後
一聰
から
四
時
ま
で
法
経
第
三
教

室
で開
か
れる
が
「
"ク
ラ
イ
ン
の
つ

ぼ
`
原子
円
"自
鵯

へ
の
招
待
」

と
い
う統
一テ
ー
マ
が
決
定
し
た
.
醗

働
緩
勇
誓

肌肇

乗
杢
学

部教
授
で
一匹
嗣徴
地
域
観
測
隊
副
隊
長

の西
堀
栄
三
郎
、
京
大
工
字
部
・原
子

核
工
掌
教
鑓
教
授
の
岐
奨
格
、
京
大
工

学
弼
教
授
で
閣
西
原
子
炉
研
究
所
長
の

木
村
毅
一の
三
氏
で
あ
る
。
準
備
委
で

は
こ
の自
然
科
学
講
潰
会
の
た
め
プ
ロ
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長
期
的
な
改
造
案
を

十
一
・
■
■
争
と
総
選
挙
に
つ
い
て

…
丁

衆
腿
院
は十
月
二
十
三日
解
散
し
、

選
挙
の李
鮪
に
な
った
.
今
度
の
総
選

挙
は
マス
コ
ミ
に
よ
る
と
ッム
ー
ド
解

散
御
か
ら
"対
決
な
き
選
挙
8
と
い
う

こ
こ
に
な
る
ら
し
い
.

池
開
は
相
変
ら
ず
所
得
催
増
計
圃
の

成
果
を
唱
え
成
長
ム
ー
ド
を
ばら
ま
い

て
、
自
ら
の
生
活
甚
盤
を資
穴
主
義
の

経
済
膿
構
の
分
析
の
中
に位
露
づ
け
得

な
い
国
民
の
「生
活
が苦
し
く
な
った

」
と
い
う
実
感
とす
り
かえ
る
こ
と
に

よ
っ
て
選
挙
を彙
り
初
ろう
と
し
て
い

る
.
さ
ら
に
注
自さ
れ
る
こ
と
は
池
田

の
外
遊
以
来
「ア
ジ
ア
の盟
主
と
し
て

の
日
本
」
論
が
再
び
むし
か
え
さ
れ
て

き
た
こ
と
であ
る。
こ
のい
く
ぷ
ん
時

代
錯
訊
の
発
想は
、
そ
の裏
に
あ
る
経

済
ま
た
は
躍
腐的
な日
本
壷
陶
主
義
の

ア
ジ
ア驚
出
に
伴
な
う
閏
民
の
窟
識
形

成
を
狙
った
も
の
と
し
て
、
か
っ
て
日

太
が
大
平
洋
戦
争
を
起
し
た
と
き
に
侵

略
し
た
、
ま
た
は
し
よ
う
と
し
た
大
平

洋
各
国
を
歴
訪
し
て
他
国
が
感
じ取
っ

た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の的
はず

れ
を
笑
う
前
に
、
そ
こ
に
か
い
閣見
ら

れ
る
政
府
、
自
民
党
の
意
識
が今
後
ど

う
変
化
す
る
か
、
注
視
を慮
って
は
な

ら
な
い
点
で
あ
る
.
ま
た
これ
は
、
「

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
」
と
い
う
こと
で
象

徴
さ
れ
る
戦
後
日
菰
の
生
活
様
式
一般

の
鍵
車
が
現
菰
闘
民
の
憲
議
をど
こま

で
変
え
た
か
と
い
う
思
想
的次
元
の問

題
を
検
酎
す
る
こ
と
を迫
って
いる
.

戦
罰
の
貸
一ハ主
繍
が憩
迷
な
帝閏
主
栃

化
の
道
を
た
ど
る時
嶽
で
、
も
ろ
く
も

く
ず
れ
ム
っ
た
西駅
的
矧
念
、
イ
亭
オ

ロ
ギ
ー
の茶
番
が
再
び
わ
れ
わ
れ
の
目

前
に展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
幸
で
あ
る
.

二

選
箏が
閻
近
に
な
って
、
も
,と
も

わ
れ
わ
れ
が
敏
感
に
感
じ
る
の
は
、
社

共
の選
挙
への
埋
没
で
あ
る
.
ζ
の
批

判
は
、
労
然
こ
の
両
党
の
イ
ヂ
オ
ロ
ギ

ー
的
批
判
を
通
し
て
し
か
有
勤
性
を
持

ち
得
な
い
が
、
一艘
に
批
判
の
雪
葉
が

固
着
し
て
い
て
、
か
え
って
,選
挙
ム

ー
ド
6
に
嬰
せ
ら
れ
る
結
果
に
終
っ
て

い
る
感
が
あ
る
.

社
会
党
は
覚
内
構
改
派
と
旧
右
派系

の
紬
び
っ
き
に
ょ
る
党
主
流
派
締
放
以

来
,政
魂
臨溜
冊闘
争
8
を
喝
え続
けて

い
る
が
.
今
圓
の
選
挙
は
そ
の
厭異
を

ぶ
す
も
の
と
な
ろ
う
.

日
本
共
産
党
は
一地
区
「立
候
禰
と

タ
力
投
入
を
や
っ
て
い
る
が、
そ
の
昆

族
解
放
、
独
立
を
隅
うイ
デ
オ
ロギ
ー

が
前
節
後半
で述
べ
た
「思
想
的
反
動

化
」
と
ど
こ
でど
うす
り
代
って
い
く

か
、
選挙
の結
果
は別
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
徹
底的
に
適
求
し
て
行
か
ね
ぱ
な

ら
な
い.

現
在
、
わ
れ
わ
れ
の
戦
う
べ
き
繰
題

は純
多
く
あ
る
.
核
溝
艦
寄
港
の
間
魎

は
来
年
二月
に
ケ
ネ
デ
ィ米
大
統
領
訪

日
が予
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と

し
て
はそ
の
前
に
、
お
そ
ら
く
来
年

箪

、々
通
常
閏
会
の
僅
宋
錯
始
の
休
会

中
受
膳
す
る
意
向
で
あ
る
。
今
度
の

選
挙
で
霞
民
に
間
う
こ
と
に
よ
う
て
受

諾
の
名
分
添
で
き
る
と
考
え
て
い
る
.

そ
の
他
、
日
韓
会
談
の
暴
期
妥結
も叫

ば
れ
て
い
る
'
窯
法
凋
査
会
の今
後
の

助
向
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い.

ま
た
、
府
学
遮
傘下
の
同志
社
、立
動

に
お
い
て
は
授
纂
料
値上
げの
問
題
が

大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
いる
.
この

よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の取
組
む
べき
課

題
は
絶
対
に
選挙
に
埋没
ず
る
こ
と
か

ら
課
別
し
て
大衆
的
に
固
魑
を
深
化
さ

せ
、
個
々
の具
体
的
戦
術
を
採
用
し
て

い
く
こ
と
な
しに
は
解
決
で
き
な
い
も

の
で
あ
ろ
う
。
2…
・三
…曇

十
一
・一
統
一行
動
は
以
上
の
多
租

多
様
なス
ロー
ガ
ン
を
掲
げ
て
行
な
わ

れ
た
が、
これ
は
裏
を
か
え
し
て
見
れ

は、
学生
が
続
集
す
べ
き
明
確
な
結
集

点
を
見
繊
せ
な
い
こ
と
に
も
な
っ
て、

つ
いに
統
一派
(日
共
11
民
醤
)
の
分

裂
行
動
を
大
衆
的
に
粉
砕
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
った
.

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
珂
在
わ
れわ

れ
が
も
って
い
る
週
動
の
イ
メ
ージ
が

決
定
的
に
古
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
.
こ
れ
は
単
に
、
十
一
・一統
一

行
動
の
欄
況
か
ら
の
み
判断
す
る
こと

は
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い.
し
か

し
、
現
実
に
運
動
の
分
裂が
固
着
化

し
、
さ
ら
に
モ
こ
に
は
イ
デ
オ
ロギ
ー

的
対
立
が
存
在
し
て
い
る
時
に
、
わ
れ

グ
ラ
ム
の
ほ
か
に・パ
ンフ
レ
ソト
を
発

行
す
る
予
定
で
あ
る
.

準
備
委
、
映
国翫
共催
の映
画
会
は

へ

今
年
は
邦
囲
部
函
で蔵
原
惟
繕
の
代

へ

衰
作
を
三
本
と
りあ
げ
て
いる
。
プ

ロ

ィ
ル
ム
は
現
在
交渉
申
で
あ
る
が
準

備
委
の
日
糧
計遡
に
よ
る
と
左
記
の

巡
り
で
あ
る
.・

二
十
日

蔵療
惟
継
「憎
い
あ
ん
ち

く
し
ょ
う」

二
十
一日
鷺
厭
惟
纈
「野
猷
の
よ

う
に
見
え
て}

ア
ラ
ン
・レ
ネ
エ

「二
十
四時
欄
の
樹
導
」

ロ

ニ
+
三
目
磯
原
幟
繕
「何
か
お
も

ろ
い
こ
と
な
いか
」

ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
・ア
ン
ト
ニ
オ
ー
二
「夜
」

二
十
四
日
今
井
正
「武
士
道
残
酪

物
語
」

な
お
「武
士
遼
残酷
物
驕
」
だ
け
は

法
経
第
四
教
整
で
上映
さ
れ
る
.

コ

]方
、
準
備
委が
特に
力
こ
ぶ
を
入
れ

て
い
る
演
劇
コソ
ク
茎
ル
に
は
士
月三

十
噌日
現
在
一圓
生
文
学
部
四
粗
、
看

漿
学
校
、
準嘗
塞菖員
会
な
ど
六
団
体
が

申
込
ん
で
おり
、あ
と
、
映
図
部
、
生

協
婦
人
部
、
餌
圃生
文
掌
耶
四
親
も
参

加
す
る
こ
とに
なり
そ
う
で
あ
る
.
準

備
委
で
は
演劇
コン
ク
ル

用
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を発
行
す
る
計
圃
を
た
て
て

い
る
が
、
は
っき
り
は
決
簸
し
て
い
な

い
.
ま
た
、
ポ
スタ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十

日
に
鷹歳
する
予
定
で
あ
る
が
、
ポ
ス

タ
ー
は
塩備
委
が
写
画
部
に
儀
頼
し
た

も
の
と
は通
に
、
法
掌
部
三
回
生
由
田

英
昭
翼
の

}
よ
る

電
用
ボ
ス
タ

ー
を発
別
に
印
刷
し
、
大
々
的
に
竃
伝

す
る
ζ
とに
な
って
い
る
.

なお
、
準
摺
委
で
は
十
一月
祭
記
愈

マ
ッチ
を
一万
個
作
製
し
、
定
価
五

円
で七
日
か
ら
範
売
す
る
.

ア

ル

コ
ー

ル
解

禁

前
夜
祭
、
最
終
計
頁
出
る

十
一月
祭
前
夜
祭
は
、
さ
き
に
古田
で

お
ζ
な
わ
れ
る
が
決
定
し
た
が
、酒
類

の
販
売
に
つ
い
て
は
、
悪
い
酒
の出
ま

わ
る
こ
と
と
、
酒
の
鍛
が
多す
ぎ
る
と

の
廻
由
で
大
学
側
か
ら
票止
され
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
交
渉
の
緕
果晶
質
お
よ

び
量
の
制
隈
を
お
こ
な
うと
の粂
件
で

許
可
さ
れ
た
.

こ
の
た
め
前
夜
祭
を主
偲
す
る
京
大

籍

で
は
、毒

漕
酒
と
ビ
ー

ル
の

一
活
仕
入

を
依
順
し
、
そ
れ
を

審
。

門

輌

各模
擬
贋
の嬰
求
に
よ
り
量
を
制
限

し
て販
烈す
る
予
驚
.
具
体
的
な
激

に
っ
いて
の
決
定
は
な
い
が
、
参
加

者
に
ビ
ー
ル
}本
分
ぐ
ら
い
が
ゆ
き

わ
たる
様
に
し
た
い
と
の
こ
と
.

当百
の
模
疑
店
の
開
店
の
予
定
奴
は約

四
十
ほ
ど
で
、
現
在
応
糧団
へ
の
正式

申
し
込
み
致
は
十
唐
ほ
ど
で
あ
っ
て
そ

の
中
に
は
、
宿
護
字
校
か
ら
の
串
し込

み
も
あ
憂

ま
た
本
年
度
は
仮
鼓
行
列
が禁
止
に

な
った
た
め
、
こ
れ
に
かわ
る
出
し

も
の
と
し
て
ヰ
　
の
テロ
マに
　
　

鱗
鍵

〃

問
題
点
は
な
く
平
糠
に
幕
が
お
ろ
さ
れ

た
.共
岡
剃
用
研
究
所
に
関
し
て
は
、
京

わ
れ
単
に
学生
運
助
の伝
統
憲
議
を

正
し
て
み
ても
分
裂
の
固
定
化
以
外
に

何
も
生
み出
し
得
な
い
ので
あ
る
。

押巡
動
6
のイ
メ
コ
ジ
の
転換
は
す

べ
て
にわ
たら
な
け
れ
ば
な
ら
ない
.

し
かも
長
期
的
な
展
望
を
必
妥
と
す
る

であ
ろう
.
学
生
運
動
の
空
洞
化
現
象

は
、参
加
す
る
学
生
の
個
々
人
に
、
そ

の
囚部
的
意
臓
の
変
革
と
、
外
部
の
社

会
秩
序
に
対
す
る
運
助
の
論
孤
と
の
相

ノ

閣
を
憲
識
的
に
潟
求
す
る
ζ
と
を
怠
っ

た
所
に
原
因
が
あ
0た
.
そ
の
遡
求
か

ら
出
発
し
て
、
思
想
と
行
勘
の
連
関
の

憲
味
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
な
く
し
て

は
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動
自
体
ど
こ
か
に

さ
ら
わ
れ
る
司
能
性
が
強
く
な
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
.

大
の
基
物
研
の
よ
う
に
現
在
共
塵
研

究
所
は
各
大
掌
に
付
属
し
て
い
る
形

に
な
って
い
る
が
、
そ
れ
ら
や
ま
た

自
然
科
掌
の
必
翼
増
加
に
伴
う
で薪

し
く
創
殻
さ
れ
る
共
園
研
究
所
を
新

た
に
抽
ヱ
し
た
組
畿
と
し
て
蟹
環
.

運
営
し
よ
う
と
す
る
話
が
あ
った
が

置智
理
を
政
府
(文
響

)
に
ゆ
だ

ねる
な
ら
大
学
の
よ
う
な
伝
統
の
な

い組
織
の臼
由
な
学
閥
研
究
は
容
易

に
権
力
の
規
制
を
受
け
る
だ
ろ
う
8

な
汐

危
ぐ
も
あ
そ
鑑

が
で
な

か
った
。

爾
極
櫨
罰四は
学
術
会
議
に
お
い
て
も
以

前
に
再
開
す
る
よ
う
決
定
さ
れ
た
が

そ
の
際
の
輸
滋
に
闘
し

今
ま
で
海
上

保
安
庁
(運
翰
省
)
が
輸
送
船
を
受
け

も
,て
い
た
の
が
、
今
茂
防
衛
庁
に
ゆ

一だ
ね
ら
れ
た
.
防
衛
斤
が
爾
極
観
劇
に

乗
り
出
す
背
後
に
は
多
分
に
政
治的
な

富
み
が
見
ら
れ
、
再
開
を可
決
し
た学

術
会
議
と
し
て
は
"だ
ま
され
た
.と

い
う
た
よ
う
な
気
持
が
強
い
が
、既
に

決
竃
さ
れ
た
こ
と
でも
あ
り
、
い
か
ん

一圃餓糠離1騰 顯
本柱では、第五回懸賞小説募集を行います●「文学」氾濫の時代であり、そして文
学沈滞の時代でもある現代において、既成の槻愈にとらわれず、新しい視角から現
代へのアブローチを志向する新人を登場させるというのがこの企圏の意図です.　
過ま四園の募集には、全目犬学の鵡兄姉から多薮のご応募をいただきましたが、
前回に内容的には低澱でした.今回からをま、選書は前回までお願いしていぽした
伊藤聾氏にかわつて井上光晴氏に新しくご登場願い、井上光晴、野澗宏の岡氏に
お願いすることになりました.糖兄姉の力作を期待し嶺す。

猛 看

◇貿痢降資幡"

応 ◇榎 敬

募 ◇緬 切 口◇舜 衰

規

定"

◇賞 皇
◇送 頓 先

井 上

野 聞

光 晴 氏

宏 氏
大学。大学院に在学中のもの(掌内外を
問わず)未発衰作品に咳る
4001事詰原稿用紙30枚以内
昭和39年3月末日
昭和39年5月 下旬本紙上
入選(1篇)2万 円 憧作5千 円
京都市左駁区吉国京大糧内、京蕃大学新
聞社小説係(原 稿には住所、氏名、大学
芋部、学年、年令を明記のこと)

井 上氏

なお、腹権は本柱に属しますの醸則として漂稿はお返
しし康せん.

蹴灘京 都 大 学 新 聞 社
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「全
京
都
学
生
・

文
化
人
集
会
」
へ

民
膏系
の掌
生
五
百
人

十
一
・一
に
統
一派
は
「全
京
都
学

生
、
文
化
人
集
会
」
な
る
も
のを
提

起
、
法
経
第
四
教
呈
で
〃四
者
共
闘
劇

集
会
を
も
,
た
.
こ
の集
会
に
は
、
民

纂

学
生
三
百
人が
参
加
、
岡
志
社
大

宇
で
の
集
会
に向
か
った
。

同
大
で
は
年後
四
時
か
ら
、
京
都
市

内
大
学
の民
脊
系
学
生
約
五
百
人

が
参
加
、平
野
義
太
郎
氏
ら
の
議

演
を
き
い
たあ
と
河
原
町
還
り
を

南
下
、
京
都
駅
で
の十
一
。二
中

央
集
会
代
衰
派
遣
集
会
に
参
加
し

た
.　

　　　　

と
も
し
が
たく
、
あ
く
ま
で
も
自
由
な

研
究
が
政治
に
よ
って
干
渉
、
阻
害
さ

れ
な
い
こ
とを
強
く
磁
ん
で
い
る
.
漂

子
力
膚水
臆
寄
港
に
関
し
て
は
、
も
う

一蔑
反対
粥
明
を
だ
す
べ
き
だ
と
の
憲

見
もあ
った
が
結
局
再
礪
認
す
る
ζ
と

に
と
どま
った
.
ま
に大
学
制
屋
に
関

し
ても
活
発
な
討
論
は
な
く
進
慶
は
見

ら
れ
な
か
,些

そ
う
じ
て
食
園
の
鷲

会
で
は重
憂
閥
題
は
決
議
さ
れ
ず
、
確

認
程麗
に
と
ど
ま
った
.

市
婁
葎
至
欠
轟

嚢
　

紙
報
の
とお
り
、
十
∴
七
の
デ
モ
で

七
人が
いわ
ゆ
る
叩会
乱
入
事
件
の
た

め
遼捕
さ
れ
、
そ
の
う
ち
六
人
が
「嬉

造
物
侵
入
罪
」
の
疑
い
で
起
訴
さ
れ
た

が
、そ
の後
こ
の
事
件
の
逮
捕
者
が
で

て
、十
月
三
十
一日
ま
で
に
逮
捕
者
は

十
一人
(京
大
六
人
、
隣
天
五
人
)
に

達
し
た
.

十
・
一七
の
統
一行
勲
の
際
、
逮
捕

さ
れ
京
都
地
方
検
察
庁
で
取
禰
べ
中

で
あ
った
塩
見
君
ら
六
人
は
、
敢
醐

ぺ
が
一応
す
ん
だ
の
で
十
月
二
十
三

日
釈
放
さ
れ
、
ま
た
さ
き
に
逮
捕
さ

れ
拘
留
申
で
あ
っ
た
八
木
叡
養
部
自

治
会
委
員
長
も
十
月
二
十
四
日釈
放

さ
れ
た
の
で
、
市会
乱
入
亭件
に関

す
る
逮
捕
者
は
全
て
釈
放
さ
れ
た.

こ
れ
に
ょ
っ
て
京
都
地
方
検察
庁
で

市
会
乱
入
事
件
に
お
い
て、
起訴
レ
た

者
は
全
部
で
七
人
に
な
り、
あ
と
は出

な
い模
様
で
あ
る
。

愛
唱
歌
、
入
選
作
な
し

応
援
団
で
は
、
七
月
末
より
「紅な
い

も
ゆ
る
」
に
つ
ぐ
愛
唱歌
の
歌
飼を
募

集
し
、
去
る
十
月
一日
に
締切
って
選

定
を
急
い
で
い
た
が
、
本
年度
は
避
当

な
作
品
が
な
く
釆
年
展
の
応募
に
待
つ

事
に
な
っ
た
.
な
お
今
年度
応
募
さ
れ

た
作
品
は
十
三
綴
で
、
うち
公
募
に
よ

って
集
ま
っ
た
の
は
三
耀
にす
ぎず
、

他
は
団
員
の
作
品
で
あ
っ
た.

お
知
ら
せ

本
社
で
は
、
一橋
大
新
蘭

に
お
い
て
十
圓
に
わ
た
っ
て連
載し
好

評
を
博
し
ま
し
た
吉
本
隆明
習
「丸
山

真
男
諭
」
(B
六
判
・三
八頁
)
を
一

ゆ

構
大
新
闇
に
か
わ
っ
て
足価
二Q
Q
円

で
委
託
販
売
い
た
し
て
おり
ま
す
。

お
買
い
求
め
の
節
は
複接
本
社ボ
ッタ

ス
(西
邸
構
内
)
ま
で
お
いで
下
さ
い

㎜ ・榊 ●"●8

テ ー ブ ル ヨ
交法中心に憂点を衰 《ラ悩ブ
ル)にまとめた㎜ と検
棄に絶好の獅シリーズ1

剥F
L

★ドイツ語便覧
藤田五郎碧 並雛280円

★ロシヤ語便覧
和久利囑F一噌 並擬320円

★フ ラ ン ス 語便 覧

小林 正碧 並8醐

★スペイン語便覧

★もくろく呈

上製380円

上饗450円

上擬380円

会田由・長爾察薯 並鍵320円上謝◎0円

★墓 礎 ドイ ツ 語 便覧

醸田正郎鵯 蟹280円 ンノシート250円

★基 礎7ラ ン ス語 便 覧

小林 正著 樹280円 ソノシート100円

社1慶 題魏躍 評

E
・ミ
シ
ュ
キ
ン
・L
・ブ
ラ
ウ
ン
原着

東
天
敦
授
工
博
磯
部

孝
監
眠

麺
毒
躰
密
劉

御

系

交

換

工

学
酸
髄
難

鑑
塾
.魁
臨
難
儂
氏礎
物
理

懸
礒
工鷺
簸
醗
躍
鵬
駿
澄
習

電
鰯学
会
創
立
七
十
五
閥館
飽
念
幽
駈

 四
半
世
紀
に
お
け
る

電
気
工
学
の変
貌
と
発
展

価合 億合 価合 価含
'・ ■-6・ 二 ・

藷 癖翻鵡奏

価暑
■7隣二 一

欝謡 コ ロナ.社 驚

創
造
運
動
の
論
理

武

井

昭

夫

著

・器
/嚢

嚢
≦
禽

 い盲
本
隆
明
・
奥
厨
健
男
ら
に
対
す
る
激
し
い
ポ
レ
ミ
ッ
ク
の
書

〈
霞酒
と
丈
学
諭
〉
の斎
し
い
漉
行
と嬢
し
い
載
綾
転
向
の濁
流
に

抗
し
て、
芸
術
の
創
遭と
歴
更
の
創遭
と
の
趨
漂
に
お
け
る岡
位
嘗

の
雛遭
の
内
的
瓢
澗
を、
簑
術
運
勲
のう
ち
の
勧
欝
と
創造
の
鋭
く

●
み
食う
戴
点
を
懲
醤
欄に
稲
り
魍
す
こと
に
よ
って
追求
す
る
。

本
多
釈
玉

大
闇

儒

戦
時
戦
後
o
先
行
者
薯

藝

術

と

傳

絞

七
二◎
円

六
八
◎
円

縦 霊晶文祉 響7騒

禦僚㎜ 区大和町3劃 臨
1陵書。棘/72442

暦

物

語

8
知
"
誹

孟
瞬

布装園入

そ
の
多
く
が
曇
風に
厳
材
さ
れ
、
そ
の卿
台
は
ひ
ろ
く
古
代
ギ

リ
シ
ア
か
ら
棄洋
、
申
国
に
ま
で
わ
発
り、
時
代
的
に
は
第
二

R
大
鞍
申
の出
塞
願に
ま
で
及
ぷ
、九
つの
短
編
と
八
つ
の
鍵

が
交
互
に
ちり
ば
め
ら
れて
い
る
ζ
の作
品
築
は
、
ま
こ
と
に

瀦
洒
な
ブ
レ
ヒト
的
欝
界
の
簡
擬
な
鐙
図と
い
え
る
だ
ろ
う
.

亡
命
者
の
対
話

8
.罷
榔/灘
製

ブ
レ
ヒ
ト
が
亡命
申
に
執
葦
し
、
死擬
は
じ
め
て
公
褒
され
鳶

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
・ノ
ベ
ル
。
ナチ
が
状
況
3渓
疋
的
に
冥

配
し
て
い
ると
み
え
る
な
か
で
、
パセ
テ
ィ
ック
な
心情
を
こ

え
、
鋭
い
運性
の
眼
で
あ
ら
ゆ
るも
のを
笑
殺
し
属
刺
し
つく

し
姦

抗
反学
の
み
こ
と
な
典
璽
が
ここ
に
あ
る
.
本
郵
初駅

,導

工

占
ッ
礁
鯛魏
/饒

天

窮
四
イ
ン
ター
ナ
シ
翼ナ
ル
臼
5で
のソ
溝
弼
の
階
級
酌
燃
層

を
め
ぐ
る
ト
ロツ
キ
ー
の
諭
φ
交
塗
耀虞
し
発
本
欝
は
、
遇
蟹

期
の
一田
杜会
主
鵬
と
し
て
の
勇
璽
苗
蒙
の
纏
力
の
杢
琴
層

す
る
ど
く
えぐ
り
、
今
日
の
フ
冷
シチ
蓼フ
路
藤
を
正
し
く
↓

ら
え
る
上で
も
不
可
欠
か
つ
ユ
轟墨

な
丈
賦
と
い
斐

も

'
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一三
:雫・マ

三

=・

・三
,・
二

三
言

三
≡
二

三

=甲

三
量

二二
.

曾

画
贔

懸
へ
⑭

酬

ル
イ
ス
の
一
行
が西
日
本
で
潰
奏
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
うと
思
いま
す
。
東
京
で
は
マ

ッ
ク
ス
・ロ
ーチ
がド
ラ
ム
を
叩
き
、
ア
ー

サ
ー
・串
ッ
ド
が
「シ
ョジ
ョジ
」
や
「ウ

シ
ュク
ダ
ラ
」
を
歌
いま
し
些

わ
け
て
も
、
こ
の
間
き
いた
ロ
ー
チ
は
壮

帥
烈
で
し
た
。

鵬

ボ
ク
は
少
々
ク
タ
ぴ
れ
た新
聞
労
働
者
で

す
。
文
化
部
(と
は
い
っ
ても
、
相
当
非
文

化
的
な
も
の
ま
で
対
象
に
して
いま
す
)
に

厨
し
て
お
り
、
担
当
は
映
画
です
。
時

レ々

購
ビ
ュー
や
芝
居
の
タ
ダ
札
が余
って
し
ま
う

り霧
額
熱
謝
携
篇
舗
髭

　蝋
ら
聞
く
椎
会
を
得
ま
し
た
.

醐

(
敗北
〉
禽

〉
〈
委

スブ
ルグ

馳
に
涙
す
〉な
ど
十
二
曲
を
聞
か
せ
て
くれ
、

脚
奥
さ
ん
のア
ビ
ー
・U
シ
カ
ー
ン
も
怨念
こ

謙
卿畿
響
擁

野
幽一二

一三
=
二

三
二二

三
…
=
三
=
三

…
三
二

灘

雛
蕪
膵

、箋鴇く 盤
灘」

'

↑

L

講

地
味
です
。
っ
ま
り
カ
ソ
コ
の
方に
は
そ
れ

ほ
ど
こ
だわ
って
い
ま
せ
ん
.
で
も押
えに

押
え
た
揚句
ド
ウ
シ
ョ
ウ
も
な
く
なり
噴
出

し
て
く
る
乙と
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ます
。
客

一一;
=-ニ

ニ==

一

道
躍
を
ハ
ミ
ン

グ
す
る
男
で
あ

る
こ
と
を
つ
け

加
え
ま
す
)

と
も
あ
れ
、

ロ
ー
チ
夫
妻
、
ヰ
ソ
ド
など
黒
人
解
放
運
動

の
ト
ソ
ブ
級
が
続
々
来日
し
て
いる
の
は
、

ま
こ
う
こ
と
な
い
事
実
です
.

映
圃
に
あ
て
は
め
て
い
う
なら
「懇
り
の 「;

=一一
凹:
二=
一■
塵
=二
=一一一
曹一一一==
「
一一一=一,
一
一=
雪=。
一

変
え
た
り
、
政
治
上
の
恐
ろ
し
さ
を
、
個
人

的
恐
怖
に
託
し
て
描
い
た
り
、
苦
肉
の
抵
抗

を
す
る
の
で
、
ボ
サ
ッ
と
し
て
い
る
と
見
過

し
に
な
り
ま
す
が
、
ヤ

ッ
テ
ル
こ
と
は
問
ち

が
い
な
く
や
っ
て
は

い
る
よ
う
で
す
。

側
面
を
語
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
自
由
は
作

家
た
ち
の
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の

自

主

規
制

(
こ
い
つ
が
い
ち
番

の
ク
セ
者
な
ん
で
す
)

に
支
え
ら
れ
た
自
由
で
、

一
見
、
寛
籍
な
二

ク

セ
者

は

"自
主

規

制

"

㎜酬い㎜当=
=,一=■一-;
冊一}==
=一=
一冒==
一;=
一一=一一;

複
離
怪
奇
な
裏
側

斉

は
拍
手
の
き
っ
か
け

を

見

失
っ
た
ほ
ど
で

す
.彼

に
は
戦
闘
的
な
主
張
が
あ
り

「
ジ
ャ
ズ

は
黒
人
の
も
の
だ
。
ど
ん
な
に
プ
レ
イ
が
う

ま
く
て
も
白
人
が
や
っ
た
ら
ジ

ャ
ズ
で
は
な

く
金
も
う
け
だ
」と
い
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ζ
れ
は
隣
庸
に
い
る
王
将

フ
ァ
ン

の
音
楽
記

者
か
ら

の
ま
た
聞
き
で
す
。

(
な
お
、
彼
は

矧
切

で
、
時
折
、
轟
山
み
ど
り
の

"出
世
街

三
二,
一
二二一一。
,
一三
一一
一
=一三
一
一
・二
一…
,
一一一一一畠
一
二嘩二「
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立電

㎜

鳳
-:冒一==
甲豹

葡
萄
」
の
公
開
以
後
馬
ハ
リ
ワ
ッ
ド
異
端
派

製
作

の
映
圖
が
陸
続
と
封
切
ら
れ
る
の
に
良

く
似
て

い
ま
す
。

「酒
と
バ
ラ
の
日
々
」

「
何
が
ジ
ェ
ー
ン

に
起
っ
た
か
」
「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」

「
バ

ッ
ド
」
、
こ
の
夏
以
降
だ
け
を
見
て
も
、
と

て
も
三
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
上
質

ア
メ
リ
カ
映
圃
の
上
映
が
目
立
ち
ま
す
。

躍
思
想
8
を

"側
仰
`
と
い
う
書
彙
に
置
き

F
:;
開=
一
二
=ニ
・
一
二
一一冒一讐
一
「一一,一一
一
一一二一=
一
:幽=
,

》

、

左
翼P

・曝
♂

、

、

と

賑へ

℃

ソ

、

欧
州
新
左
翼
も
」

欄

ニニ
ニぎ
マ
ニニ
ニロや
ロ
ユニ
コニ
ぎ
の
ニロコ
コロ
コニ
ロニ
ロロこ
　
ニニ
ニヌ
コロ
ニロさき
ロ

け
+
任
た
ち
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
ま
ん
中
み

川

ユ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
政
策
の
進
み
工
命
も
ヒ

シ
ヒ
シ
伝
わ
っ
て
き
ま
す
.

目
を
ボ
ク
の
職
場
に
転
じ
て
み
ま
す
。
そ

う
悪

い
雰
囲
気
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
三
流
企

業
に
ふ
さ
わ
し
い
、
若
干
ア
ナ
ー
キ
ー
な
自

由
も
あ
り
ま
す
。
ほ
ど
艮
い
ぐ
ら
い
に
は
怠

ダ
も
さ
ぼ
れ
ま
す
。

パ
ー
ジ

、
ラ
ム
ネ
爆
弾
時
代
、
失
業

、
そ

し
て
い
ま
の
職
場

へ
の
も
ぐ
り
込
み
。
足
か

■
;;
一=・
雪
7二一冒一・
一
一一幽一一一■
一
,=一一一
〇
:;
=.
一
=一一■=

一分
化

中
ソ
論
争
は
可
能
性
の
試
金
石

私
達
の運
動
が
さ
ら
に
前
進
す
る
た

め
には
、広
島
と
長
崎
を
も
つ
日
本

の
人
壌
の参
加
は
決
定
的
に
題
嬰
で

あ
る
。私
達
は
、
今
鑓
の
夏
の
ロ
ン

ド
ン
集
会
に全
学
連
の
指
導
著
の
出

席
を
畢
ん
だが
実
現
で
き
な
か
っ
た

も
し
賞
方
が十
月
ま
で
ヨー
ロ
ソ
バ

に
居
る
こ
と
がで
き
る
の
な
ら
、
ぜ

ひ
会
誘
に
出席
し
て欲
し
い
。」

日
本
の
ト
ロ
ツ
キズ
ム
は
、
日
五
共

産
冤
の
い
わ
ゆ
る
「六
全
協
」
の伯
後

平
和
共
存
踊
批
判
を道
し
て学
生
運
蜘

の
指
導
者
を
把
え
、反
戦
字
同
を
社
会

主
義
学
同
に
発
展
解
消
させ
る
中
で
は

し
め
て
大
衆
運
動
に
根
を
下
し
た
も
の

であ
る
。
私
は
、
ブ
ッ
フ
ビ
ン
ダ
ー
の

話
を聞
き
な
が
ら
、
こ
の
ス
イ
ス
の
戦

前
から
のト
ロ
ツ
キ
ス
ト
と
日
丞
の
着

いト
ロツ
キ
ス
ト
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

に
一瞬
の戸
迷
い
を
感
じ
た
.

精力
的に
許り
続
け
る
プ
ソ
フ
ビ
ン

ダ
ー
から
、私
は
、
彼
尋
が
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
路線
を
新
左
翼
の
組
絨
的
展
塁
と

関
連
さ
せ
て把
え
て
いる
こ
と
を
聞
き

と
る
こ
と
が
でき
に。
彼
等
は
次
の
よ

う
に
考
え
て
いる
.

「フ
ルシ
チ
ョフ
の
醤
ど
け
政
東

は
、
単
に労
働
者
蝕
家
群
の
中
に

た
いな
所
で
、
比
較
的
気
ま
ま
に
モ
ノ
を

見
、齋
く
こ
と
が
出
釆
ま
す
。

でも
最
近
、
少
し
つ
つ
そ
ん
な
オ
イ
シ
さ

は
減
っ
てき
ま
し
た
。
こ
の
間
、
坂
本
九
の

歌
っ
た
「君
が
代
」
に
つ
い
て
「あ
ん
な
歌

損す
る
か
ら
二
度
と
歌
う
な
」
と
九
に
むけ

て
膚
い
たと
こ
ろ
,筆
首
斉
藤
は
日
本
国籍

の
者
か
∬と
か
妙日
本
国
民
の
誇
り
を
捨
う

と
お
っ
し
ゃる
ので
す
か
π
と
い
っ
た
投
普

が
ゴ
マ
ン
と
殺到
、
自
称
左
派
ビ
イ
キ
の
ボ

ク
の上
官ら
をシ
ン
カ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
上

官
は
お
ずお
ず
と
ボ
ク
に
「オ
リ
ン
ビ
ソ
ク

も
近
い
こ
と
だし
…
」
と
関
係
ナ
イ
理
由
で

自
圭
親
制
をす
す
め
出
し
て
い
ま
す
.
上
冒

は
在郷
置人
会
の
底力
や
、
国
防
婦
人
会
の

イ
ギ
味
を
身
に
泌み
て知
る
世
代
で
す
。
だ

か
ら
オ
ヤ
ゴ
コ
ロか
も
知
れ
ま
せ
ん
.
だ
が

ボ
ク
も
少し
は
愛
国聾
々
アら
の
き
つ
い
目

つ
き
を
覚
え
て
いま
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
だ

け
に
自
主
規
制
だけ
は
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
.ロ
ー
チ
来
日
。
米ン
仲
良
く
、
中
ソ
せ
め

ぎ
合
い
.
半
強
制
的
自主
規
制
のす
す
め
、

E
T
G
=…
。
(峡
固評
諭
眠
)
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8

ア
ク
ラ
の
新
左
翼

5

左
翼
に
と
って
、
ス
タ
ー

雛

リ
ニ
ズ
ム
批
判
は、
最
も
鼠

☆

翼
な
課
題
で
あ
る。
そ
の新

左
翼
が
申
ソ
論
争
を
め
ぐ
っ
て
相
対

的
に
モ
ス
ク
ワ
を
支
持
す
るも
のと
、

北
京
を
支
持
す
る
も
の
に
分
かれ
る
の

は、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
↓
ノの
指
向す

る
ス
タ
ー
リ
ニズ
ム
批
判
の
突
体
が異

る
た
めで
あ
り
、
ま
た
労
圃
碧
階
級
の

伝
統的
な
指
導
部
に
代
っ
て
草
命
運
動

を再
生
さ
せ
る
展
顕
を
異
に
す
る
から

であ
る
。
し
た
が
うて
、
そ
の
モ
ス
ク

ワ
なり
北
駅な
り
への
支
掩
の
仕
方
の

申
に
、そ
れ
ぞれ
の
グ
ル
し
ブ
が
ス
タ

ーり
昌ズ
ム批
判
を
ど
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
行お
う
と
し
て
い
る
か
、
そ
の

批
判
を
通じ
で将
釆
への
慶
望
を
ど
の

よ
う
な
も
の
とし
て
持
っ℃
い
る
の
か

と
い
う
ζ
とを
、き
わ
め
て
具
体
的
に

知
る
ζ
と趣
でき
る
.
中
ン
論
争
は
、

新
左
翼
に
と
っ
て
、そ
の
可
能
性
を
試

す
試
金
石
であ
る。

☆

τ
ロ
ッパ
の
「モ
ス
ク
ワ

「昌

派
」新
左
翼
を
代
衰
す
る
も

☆

の
と
して
、
多
嫉
の
ノ
ー
ペ

ル
賞
受
厳
者
を
擁し
て
躍
水爆
反
対
運

動
を
行
,
て
い
る
アク
ラ
内
の
左
翼
グ

ル
↓
ノと
、
ベ
ン
ベラ
の政
治
膿
問
パ

ブ
ロ
を
中
心
に
し
たグ
ル
ー
プ
と
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の両
者
の

聞
に
は
そ
の
体
竃
に
か
なり
の柑
異
が

み
ら
れ
る
.

累
西
の
核
実
験
競
争
が
「単
に
平
和

を
お
び
や
か
す
だ
け
で
は
なく
人
姻
の

存
在
由
体
を
冠
険
に
陥れ
るも
の
で
あ

る
」
と
い
っ
て
「原
水爆
なき
世
界
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に納
集
し
た
ア

ク
ラ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
婁
界観
を
も

き
わ
め
て
蘇
覚
酌

竃
曹客

っ
た
人
が
混在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
単
な
る願
望
に
止
ま
る
こ
と
な

く
具
体
的
な
斗争
を組
織
す
る
ぱ
あ
い

に
お
の
ず
か
ら
左翼
の比
重
が
大
き
く

な
り
、
ま
た
、
ソ連
の核
実
験
に
も
抗

議
す
る
も
の
で
あ
る
とこ
ろ
に
と
く
に

新
左
翼
の
比
璽
が
大
きく
な
った
の
で

あ
る
。
ソ
運
の
核
実
験
に
抗議
し
な
が
ら
、

ア
ク
ラ
の
新
左
狐
は
考
えた
も
の
で
あ

った
。
「メ
ガ
ト
ン
級
の核
実
験
を
行

って
人
類
の
存
在
そ
の
も
のに
脅
威
を

あ
た
え
、
そ
の
軍
撃
力
の誇
示
に
よ
っ

て
帝
国
主
義
に
対
抗
し
よ
う
とす
る
モ

ス
ク
ワ
の冒
僚
。
こ
こ
にス
タ
ー
リ
ニ

ス
ト
の本
質
が
叢
も
艮
く
示
され
て
い

る
」と
。
当
然
のこ
と
な
が
ら
、彼
等

の批
判
は
、
モス
ク
ク
ワ
の
官
僚
に集

申し
て
いた
.
し
か
し
、
フ
ル
シチ
ョ

フ
が核
停
協
足
に
署
名
し
、
こ
れ
を
北

束
の
官康
が
非
難
す
る
に
い
た
っ
て
彼

等
の
ホ
コ先
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
北
京

へ
と
移
る
こ
とに
な
り
、
ア
ク
ラ
の
轡

記
長プ
ッ
フ
ビ
ンダ
ー
と
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
と
の
間
に
交
され
た
手
紙
が
八
月
初

旬
の
プ
ラウ
ダ
に掲
載
さ
れ
る
こ
と
さ

え
生
じ
た
の
で
ある
。
プ
ラ
ウ
ダ
に
そ

の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
た直
後
ブ
ソ
フ
ビ

ン
ダ
ー
の
家
に
訪れ
た私
に
、
彼
は
次

の
よ
う
に
酷
っ
た。

「私
が
戦
前
か
ら
のト
ロツ
キ
ス
ト

で
あ
る
こ
と
は
、
モ
スク
ワ
の
冨
僚

も
知
っで
い
る
。
し
かし
、
も
は
や

彼
ら
と
て
も
私
が
ロシ
ア
の平
相
団

体
の
人
遠
と
会
う
こ
とを
阻
止
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
.
エレ
ン
プ
ル
ク

を
中
心
と
す
る
人
遠
やも
っと
左
の

人
遣
と
さ
え
私
は
会
って
い
る
。
私

は
こ
れ
を
、
モ
入
クワ
か
ら
も
北
泉

か
・52も
社
A甫N∫
主
戎的
指
燭
省
逮

か
ら
も
独
V
し
た
平
利遵
動
の成
巣

で
あ
る
と
労
え
て
い
る.
し
か
し
、

新
左
翼
的
発
言
を増
大
さ
せ
て
い
る

だ
け
で
は
な
い。
東
西
間
の
緊
張
の

緩
和
は
、
た
と
へ
ば西
ド
イ
ツ
に
お

い
て
も
新
左
課
的
グル
ー
プ
が
発
生

す
る
余
地
を
俘
り
出
し
て
いる
.
現

在
必
嬰
な
こ
と
は
、
こ
の
芽
を出
し

は
じ
め
た
ば
か
り
の
新
し
い
グル
ー

プ
を
大
切
に
胃
て
る
こ
と
で
あ
っ
て

北
暴
のス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
の
よ
う
に

吉
典
的
な
原
則
を
ふ
り
ま
わ
し
て
緊

張
を激
化
さ
せ
、
せ
っか
く
の
芽
を

摘
み
と
って
し
ま
つ
こ
と
で
は
な

い
.
」

原
水
爆
の脅
威
の上
に
組
織
さ
れ
た

一ア
ク
ラ
内
の
左
翼グ
ル
ー
プ
の
望
ど
け

ム
ー
ド
を
璽
視
し
た
説
明
は
、
き
わ

め
て
感
覚
的
で
あ
り
、あ
いま
いで
あ

る
.
し
か
し
、
杖
会
民
主
主
義者
と
ス

タ
ー
リ
ニ
ス
ト
の
主
弧
が
.底
抜
け
に

協
調
主
義
的
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、ま

った
く
現
笑
ぱ
な
れ
し
た
時
代
おく
れ

のも
の
で
あ
る
の
に
反
挽
し
て
、
単
に

新
し
い
時
代
の
新
し
い
革
命
的
潮
流
を

と
叫
ぶ
に
ひ
と
し
い
新
左
翼
小
グ
ル
ー

プ
群に
と
って
は
、
こ
の感
覚
的
で
あ

い
ま
い
な
モス
ク
ワ
支
持
は
む
し
ろ
ぴ

った
り
し
て
い
る
ので
あ
ろ
う
。
国
際

的
連
帯
を
辺及
す
る
こ
と
が
お
ろ
か
'

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
あ
わ
た
だ
しく
離
合

集
散
を
く
り
か
え
す
小
グ
ルー
プ
群
の

ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
「モス
ク

ワ
派
」
な
ので
あ
る
。

社
会
・
経
済
学
的
な

説
明
の
パ
ブ
ロ
ら

☆

L
Nを
支
援
し
て
投
獄
さ

膠
1

れ
た経
験を
持
ち
、
か
つ
て

☆

は
、
第
四イ
ン
タ
ナ
シ
ョナ

ル
の
祷
記
局
を
代
衷
し
たパ
ブ
ロ
のば

あ
い
に
は
、
さ
す
が
に
、ア
ク
ラ
内
の

新
左
翼
が
感
覚
的
にし
か表
現
で
き
な

か
った
も
の
に
、
か
なり
明
瞭
な
社
会

・経
済
学
的
な
説
明
をあ
たえ
る
.

パ
プ
ロ
は
、
モ
スク
ワ
の官
僚
達
が

次
第
に
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
路線
か
ら
遠

ざ
か
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
く
な
って
い

一「北京派」は植民地革命 を

」
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ると
考
え
て
い
る
.
ス
タ
ー
リ
ニ
ス

ト
冒僚
発
生
の
基
盤
は
、
革
命
直
後
の

ロシ
ア
の
後
進
性
に
あ
っ
た
.
し
か

し
、ア
メ
U
勇
を
さ
え
も
這
い
越
そ
う

と
す
る高
い
生
産
力
一も
つ
よ
う
に
な

っ
た
ロシ
ア
に
は
、
も
は
や
そ
の
よ
う

な
基
盤
は
存
在し
な
い
.
こ
の
社
会
・

経
済
的
基
礎
の上
に
、
大
飛
の
圧
力
を

う
け
て
、
官
僚
透は
次
第
に
ス
タ
ー
り

ニ
ズ
ム
か
ら遠
ざ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
.
し
た
が
って
、
ま
た
、
北
京
の

指
導
者
が
ス
ター
リ
ン
の
偶
像
に
し
が

み
っ
く
こ
と
も
、パ
ブ
ロに
は
当
然
の

こ
と
と
恵
わ
れ
る
ので
あ
ろ
う
.

生
塵
力
の
発
展
水
準
から
「モ
ス
ク

ワ
派
」
た
る
ζ
と
の柏
対
的
な
正
当
性

が
主
張
で
き
る
と
考
え
たパ
ブ
ロは
、

同
様
の
理
由
か
ら
、
反
戦
・非
核
運
動

に
大
き
な
意
義
を
見
出
す.
帝国
主
義

潴
国
に
お
け
る
経
済
的
繁
栄は
、終
戦

直後
の決
定
的
時
期
に
お
け
る社
会民

垂
蓉
・
季

・
ニ
ス
ト
の墜

り
にお
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
聞に

達成
され
た高
い
生
産
力
が
、
ま
た
帝

国
主
麟
開国
に
か
な
り
の
間
に
わ
た
る

安
足
を僚
障し
て
い
る
.
そ
の
よ
う
な

申
で
、
大
県
の参
加
す
る
激
し
い
闘
争

は
、
塞
ず
瞑水
燭
の
脅
戚
、
戦
争
の
脅

威
を
な
く
し
よ
うと
す
る
闘
争
で
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い.
帝
国
主
義
請
国
の
労

働
者
湧
全
般的
に
沈
滞
し
て
い
る
中
で

イ
ギ
遊
ス
の
反
越
闘争
、
日
本
の
安
保

闘
争
が
き
わ
だ
っ℃
激
し
く
闘
わ
れ
た

の
は
そ
の
た
め
で
ある
.
バ
ブ
ロ
は
n

帝
囲
主
覇
龍
国
に
おけ
る
反
体
制
運
動

と
し
て
は
、
反
戦
・非核
運
助
に
最
も

大
き
な
期
待
を
か
け
る
。そ
し
て
、
帝

国
主
善
国
の
労
働
運
助
が
かな
り
の間

沈滞
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
と考
える
と

こ
ろか
ら
、
世
界
革
命
の
突破
口を
植

民
地蔦
命
に
求
め
、
自
ら
ベ
ン
ベラ
の

政
治鳳
間
と
な
って
、
ア
ル
ジ
呂リ
ァ

革命
に
全
力
を
傾
圧
し
て
い
る
の
であ

る
。
バブ
ロの
支
持
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
に
か

な
り
俘
在す
る
.
私
は
、
フ
ラ
ン
ス
共

産
覚
に加
入し
て
いる
パ
ブ
ロ
の
支
持

者
と
会
っ
て話
す
機
会
を
え
た
が
、
彼

簿
の
ト
レー
ズ批
判
が
も
っぱ
ら
ア
ル

ジ
ェ旦
ア問
題に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
は
、
単
に聴
期
的
な
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
理
験
に
根ざ
す
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
.

「北
京
派
」
の
目
は

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
等

へβ

☆

ス
ク
ワ
派
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

呂
」

の安
定
し
た
経
濱
の
上
に
か

☆

も
しだ
さ
れ
た
ム
ー
ド
を
大

な
り
小
な
り反
映し
て
いる
の
に
た
い

し
て
、
「北京
派
」は
植
民
地
革
命
の

激動
に
かき
た
てら
れ
て
いる
.
「北

京
派
」
新
左
翼
の
目
は
、中
国
・串
ユ

ー
バ
・ア
ル
ジ
エリ
アに
釘
づ
け
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
醤
では
な
い
.

ヨ
;
ロ
ッ
バ新
左
翼
を奮
起
さ
せ
た

キ
ュー
バ
ー
革
命
と
、
い
ま彼
ら
の輝

か
し
い
植
民
地
革
命
支
援
闘
争
の具
体

的
な
緒
晶
と
し
て
造
行
し
て
い
る
アル

ジ
ェリ
ア
革
命
は
、
た
だ
そ
の
革
甜が

キ
払i
バ
の
国
境
を
越
え
て
ラ
テン
・

ア
メ
リ
カ
に
ひ
ろ
が
り
、
サ
ハ
ラ
の
砂

漢
を
越
え
て
ア
フ
リ
カ
に
拡
大
し
て
行

く
中
で
結
持
さ
れ
る
.
も
し
そ
れ
ぞ
れ

の車
命
が
そ
の国
境
内
に
閉
じ
こ
め
ら

れ
る
なら
ば、
現
体
制
の崩
壊
か
、
カ

ス
ト
ロ
や
ベ
ン
ベ
ラ
が
ネー
ル
や
ス
カ

ル
ノ
の
よ
う
に
な
っ
てし
ま
う
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
.
現
状
継
持
的
な平
和

共
存
論
は
、
と
て
も
我
慢
の
なら
な
い

も
の
で
あ
る
.
パ
プ
ロ
と
の
相劉
も
、

パ
プ
ロ
が
ベ
ン
ベ
ラ
を
ほ
と
ん
ど絶
対

的
に
支
拘
す
る
の
に
た
い
し
て
、
「北

京派
」
新
左
翼
が
ベ
ン
ベ
ラ
の
ため
ら

いを
批
判
し
、
は
っき
り
と
労働
者
の

側
に
立
っこ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
求
め
ら
れ
る
.
永
続
革
動
論
と
世

界
軍
命
諭
が
、
「北
京
派
」
新
左
翼
の

フル
シ
チ
翼フ
批
判
の
武
器
に
な
っ
て

い
る
の
であ
る
.
第
四
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

冨
ナ
ル多
数
派
を
「北
京
派
」
新
左
翼

の
代
衰的
なも
のと
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
巻
る.

こ
の
「北
京派
」駈
左
翼
に
と
,て

最
も
重
要
な
課
題
とし
て
よ
こ
た
わ
っ

て
い
る
の
は
、
や
はり
北京
宮
簾
と
革

命
中
国
に
た
い
す
る
正
碓
な規
定
で
あ

ろ
う
.
彼
等
は
、
北
京
官
簾を
も
ス
タ

ー
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
批
判
し
て
いる
.

し
か
し
、
植
民
地
革
命
の
鵬
果
を評
価

す
る
の
あ
ま
り
、
そ
の
成
果
の
か
た
わ

ら
に
董
積さ
れ
て
い
る
矛
層
を
過
小
評

価
ず
る
き
ら
い
な
し
と
し
な
い
.
植
民

地
革
命
を
真
に
擁
護
ず
る
た
め
に
こ
そ

そ
の
矛
盾
を
響
過
す
る
こ
と
な
く
最
も

鋭く
批判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
い
う
ま
でも
な
い.
ス
タ
ー
リ
ン
・

ブ
ハ
ー
リ
ン
に
た
い
す
る
左
翼
反
対

派
の
靴
判
を
か
えり
み
る
こと
は
、
単

に
「モ
ス
ク
ワ派
」新
左
翼
のみ
な
ら

一 ず
、
「北
塁

新
左蟹
に
と
って
も

緊
魚
に
必
畏
と
な
っ
て
い
る
よ
うに
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
.
(■
四
大学
級
済

学
郁
助
敦
授
・後
進
国
開
発
箇
窟敦
)
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夫
婦
の
新
し
い
可
能
性
追
う

妻

の
座
を
脱
し
切
れ
ぬ
〃
彼
女
4

官庁
勤
め
の天
と
そ
の
妾
、
特
に
喪

の
団
地生
活
1ー
日
常
の
甲
に
起
伏
す
る

鯉彼
女
と彼
躍
のも
う
一っ
の
可
能
性

を
逼お
う
とす
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
も
う
一つ
の可
能
性
と
は
、
お
そ

ら
く
か
つ
て
は
ほ
ぼ理
想
に
近
い
恋
人

達
で
あ
っ
た
二人
の、
結
婚
後
子
供
も

な
く
何
か
山
を
越し
た
よ
う
な
ま
た
こ

れ
か
ら
新
し
い
突破
口
を
初
り
開
か
ね

ば
な
ら
な
い
よ
う
な状
態
の
二
人
に
と

って
の
そ
れ
で
あ
る。
夫
(厚
生
省
関

係
役所
の課
長
補
惚
?
)
は
自
分
の動

務
状態
を
八
"
で
衰
に
紹
介
す
る
と
い

っ
た
寛
谷を
見
せ
る
人
で
あ
る
.

露彼女
4は
大
陸
育
ち
と
い
う
こ

と
で
大
変
に世
話
好
き
で
あ
る
.
だ

か
ら
ワ彼
女
紀に
と
って
夫
の
大
学

の
友
人
伊
古奈
が
団
地
の
一
偶
に
あ

る
バ
タ
屡
部
落
に
住
み
、
み
な
し
児

を
拾
っ
て
育
て
て
いる
と
い
う
こ
と

を
知
る
と
も
う
こ
れに
全
力
を
傾
注

す
る
。
二
人
が
夫
と妻
で
あ
り
な
が
ら

笛

▽
…
十
月
二
十
五
日
、
N
H
K
の

三
覚
自
テ
レ
ビ
副
論
会
を見
た。

唐
勘
基
智
三
と
い
う
民
社シ
ン
パ

の司
会
で
延
々
二
時
闘
、
私
は
さ

ま
ざ
ま
な
期
待
を
も
っ
て
注
意
ぷ

かく
見
た
の
だ
け
れ
ど
結
論
を
先

に
菖
え
は
、
「こ
れ
が
大
衆
の
代

豪
であ
る
政
党
の審

か
と
嗅
か

ざ
る
を
得
な
い
ほど
の納
る
に
お

ち
た
内
哲
、
マナ
ー
で
あ
った
。

な
か
で
も
私は
社
タ
党
の
河
上
委

員
長
に
深く
失望
し
、
心
を
痛
め

た
.
"老
醜
を
さら
け
る
・
と
い

う
表
現
は
苛
酷
だ
とし
ても
、
河

上
の
最
働
揃
魑
名
と
し
で
のη
壁

の貧
困
、
そ
れ
は
と
り
も
鷹さ

ず
、
彼
を
寛
首
に
し
て
お
か
ね
は

な
ら
な
い
社
会
党
の
事
情
、
私
た

ち
を
心
服
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い

政策
マン
の絶
対
的
不
足
な
ど
の

象徴
的
存
在
で
あ
る
.
私
は
思
わ

ず
顔を
そ
むけ
、
ま
た
彼
に
代
っ

て
あ
の
席に
つき
池
田
や
西
尾
や

酉
陀
とク
ル
に
な
った
唐
島
ら
を

や
り
返
し
た
い衝
勅
に
何
固
か
か

ら
れ
た
.
経
済
の
数宇
で
は
池
田

の
術
中
に
お
ち
入
り
、外
交

で
は
"中
立
主
義
脅
に
対す

ふ
認
識
の
低
さ
を
バ
ク
ロし

た
、
悪
名
高
き
サ
ン
ケ
イ
の
.声

な
き
μ
∬
欄
は
河
上
の
あ
の
白髪

と
シ
ワ
と
お
ど
お
ど
し
た
表
情を

と
ら
え
て
、
機
会
あ
る
こ
とに

「H
本
の
紘
会
主
義
も
占
く
な
っ

た
.
英
労
働
覧
を
み
ょ
」
な
ど
と

い
う
毒
舌
を
吐
く
の
だ
が
、
討
論

会
に
お
け
る
河
上
の
姿
に
関
す
る

限
り
、
私
も
同
感
で
あ
っ
た
。

物
価
間
舷
に
お
け
る
池
田
の
弁
解

ぷ
り
や
、
大
衆
を
小
崩
鹿
に
し
た

よ
う
な
ご
う
ま
ん
な
態
展
、
ま
た

お
経
を
続む
よ
う
に
答
え
る
丙
尾

の
前
近代
的
な
衰
構
ら
の
故
に
、

河
上
の
あ
の低
姿
勢
は
案
外
、

ち
ま
た
の
おカ
ミ
さ
ん
連
中
に
好

評
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
いま
私

の
関
心
は
池
田や
西
尾
に
あ
る
の

で
は
な
い
.河
上
を
頂
点
に
い

た
だ
く
社
会
寛
が
、
い
っ
た
いど

の
程
度
ま
で
私
たち
の要
求
や
願

「プ
ロ
と
ア
マ
で
は
受
け
と
り

方
がち
が
う
よ
」
「河
上
さ
ん
だ

か
ら
仕方
が
な
い」
と
で
も
言
た

い
の
だ
ろ
う
か。
ダ
暮
、
私
は
親

し
い
江
田
側
氏
の
一人
と車
の中

で
話
し
た
。
彼
は
「江
田
や成
田

な
ら
問
題
な
い
ん
だ
け
ど
」
と複

雑
な
表
構
だ
っ
た
。
私
は
河上
派

のオ
ル
グ
を
聡
話
で
呼
び
だし
酒

を
のみ
な
が
ら
叱
る
つ
も
り
だ
っ

たが
、
彼
は
す
で
に
選
挙
応
援
の

ら
以
外
に
な
い
.
反主
流
派
は
派

閥
意
識
を
超
え
て
彼ら
に
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
がイ

ヤ
な
ら
論
争
で
勝
つ
べ
き
だ
し
、

あ
る
い
は
ま
た
脱
党
と
い
う
手
も

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
江
田
、
成
田

ら
の構
改
グ
ル
ー
プ
に
非
難
さ
れ

る
べき
磁
が
な
い
わ
け
で
は
な

い。
彼
ら
は
口
で
は
派
閥
解
消
を

と
な
えな
が
ら
、
新
興
の
そ
の
勢

力
を
側
張
さ
せ
る
た
め
に
は
か
な

体
質
改
善
迫
ら
れ
る
社
会
党

望
を
満
た
し
得
る
政
克
に
成
長
し

たか
、
あ
る
い
は
成
畏
し
得
る
か

と
いう
一点
だ
け
で
あ
る
。
私
は

そ
の目
、
ビ
デ
オ
の
取
材
を
終
え

る
や
いな
や
社
会
覚
本
那
に
か
け

こ
み
、
りこ注
進
"
に
及
ん
だ
.

総
選
挙闘
争
に
専
念
し
て
いる
仕

東
代
議
士
や党
員
たち
の反
応
は

ゼ
ロ
に
等
し
か
っ
た。
「票
に
は

四
接
関
鎌
な
い
か
ら
大丈
夫
」

た
め
園
北に
飛
ん
だ
あ
と
だ
っ

た
。
▽
…
社
会
覚に
排
魯す
る
。
覚

の
ザ
代
化
は
ま
ず
こ
の
冥か
ら
始

め
る
べ
き
だ
。
い
っ
さ
い
の派
閥

人
吊
を
や
め
よ
。
河
上
を引
退さ

せ
よ
。
あ
ら
ゆ
る
吊
情
を
考
威
に

入
れ
て
も
江
田
-
成田
体
制
を
発

足
さ
せ
確
V
す
べ
営
で
あ
る
。
私

た
ち
の待
畷
す
る
タ
レ
ン
ト
は
彼

り
悪
ど
い
手
口
を使
い、
河
よ

和
田
両
派
の
反
感
を買
っ
て
いる

の
を
私
は
知
っ
て
いる
。
いや
、

河
上
を
一番
利
用
し
て
い
る
のは

汀
田
グ
ル
ー
プ
だ
と
い
っ
て
も
よ

い。
た
と
え
ぱ
テ
レ
ビ
討
論
会
に

出
席
する
河
上
の
た
め
に
彼
ら
は

何
の
レ
クチ
ャー
も
施
こ
さ
な
か

り
た
。
河
上は
河
上
派
の
一繕
紀

の
占
い
元
メ
モ
だけ
を
頼
り
に
、

老体
を
ス
タ
ジ
オ
に
運
び
、
ドー

ラ
ン
を
ぬ
った
の
で
あ
る
。

▽
…
こ
ん
ど
の
総
選
挙
は
争
点

が
な
いと
召わ
れ
る
。
し
か
し
、

物
価
に
せ
よ
潜
艦
に
せ
よ
憲
法

に
せ
よ
、
行
き
っ
く
所
は
安
保

で
あ
る。
三年
ま
え
、
私
た
ち

は
そ
の
二
琶
択
一
をみ
じ
め
な
形

で
行
な
っ
た
。そ
の
結
果
は
ー

革
新
勢
力
の
勝
利
と
は断
定
し
か

ね
る
。
今
度
は
ど
う
だ
ろ
う
か.

単
独
護
憲
数
は
百
五
十
六
で

あ
る
。
社
会
党
は
そ
ζ
ま
では

い
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
政
権
獲

得
構
想
は
順
調
に
歩
き
始
め
る
だ

ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
政
覚
に
対
す

る
一般
的
な
不
悟
感
ー
私
た
ち
の

周
辺を
ゼ
配
し
て
いる
そ
の
ム
ー

ド
的
状況
のカ
ベは
厚
い
.
ぶ
ち

破
る新
し
い
工
不ル
ギ
ー
は
私
た

ち
の
裡
か
ら
生
ま
れ
る
べき
か
。

そ
れ
と
も
社
会
党
の
体
質改
轡
の

申
か
ら
か
。
問
題
は
選
挙
後
に
探

刻
化
す
る
で
あ
ろ
う
.
岡
本
利
男

目
々
,彼
女
と
彼
8
で
あ
り
得
7彼
御

は

2彼
女
窟
の
中
のす
べ
て
を
、
家

庭
と
いう
オ
ヴ
ラ
ー
ト
に
つ
つ
む
こ
と

なく
自
由
に
知
り
ま
た
新
し
い
何
物
か

を発
見
し
、
さ
ら
に
そ
の
逆
で
も
な
け

れ
ぱな
ら
な
いと
し
た
ら
、
そ
れ
が
今

日
夫と
妻
の可
能
領
域
で
あ
る
と
い
う

こ
とを
認
め
る
人
達
に
と
って
、
伊
古

奈
と
いう
所
在
不
明
の男
と
嚢
の
対
置

が
ど
のよ
うに
展
開
さ
れ
る
か
は
危
う

い
が
ほ
ぼ必
然
的
な
も
の
と
し
て
邉
?

て
く
るも
の
であ
る
。
た
だ
、
こ
の
場

合
「彼
が
バタ
屋
を
す
る
だ
ろ
う
こ
と

も
想
像
が
つ
い
て
いた
か
も
知
れ
な

い
。
そ
ん
な
印
象
を学
生
時
代
か
ら
与

え
て
い
た
」
と
夫
の
口
から
彼
を
醇
さ

れ
、
自
分
が
濱
接
に
対
し
た伊
古
奈
が

団
地
族
か
ら
完
全
に
断
絶
した
生
活
領

域
を
煉
く
な
に
主
張
さ
れ
て
しま
え
ぱ

"彼
女
と
彼
甜
内
の
"彼女
πに
と

ウて
"彼
4
の
平
明
な
再
認
識
が行
な

わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
陥
し穴
を

逃
れ
ら
れ
な
い
.

だ
か
ら
そ
の
限
り
で
は
、
尽
古奈
の

不
可
解
さ
と
厚彼
女
白
が
作
り
出
す緊

狼
よ
り
も
、
原
っぱ
で
バ
タ
屋
部
落
の

子
供進
に
イ
ジ
メ
ら
れ
る
妻
の
方
が
時

とし
て
は
生

し々
い
印
象
を
与
え
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
7彼
4
の
登
場
が

不
必
翼
で
あ
る
だ
け
に
つ
い
に
伏
線
に

す
ぎ
ぬ
.
し
か
し
、
「腰
が
低
い
」
と

ネ
タミ
半
分
に
い
わ
れ
る
∂彼
女
召
が

厚彼
・
の内
の
何
を
つ
き
破
れ
ぱ
妻
で

な
く
なる
のか
?
伊
吉
奈
に
対
す
る
鷲

き
が
「あ
あ
い
った
性
質
の
男
」
だ
と

い
う
"彼
4
と
同
じ
視
点
を
得
る
以
外

に何
に
転
じ
得
る
の
か
?
対
教
会
が
や

は
り
夫に
対
す
る
饗
と
い
う
形
の
復
踊

に
終
る
と
い
う
こと
の
苦
々
し
さ
が
残

っ
て
し
ま
う
ので
あ
る
。
鯉彼
召
は
弾

該
さ
れ
て
い
な
い。

も
っと
も
"彼
醒
の弾
該
な
ど
ど
う

で
も
よ
い
こ
と
な
の
かも
知
れ
な
い
.

謬
彼
女
`
は
何
も
カ
ケ
な
か
った
のだ

か
ら
.
た
だ
伊
古
奈
の
お
も
しろ
さ
は

か
な
り
古
典
的
な
そ
れ
で
あ
る
と
いう

こ
と
だ
け
は
庄
目
し
て
お
き
た
い
ー
牧

歌
的
な
あ
ま
り
に
も
牧
歌
的
な
ー
.
拾

い
子
の
露
さ
を
処
し
切
れ
な
い
の
で
は

な
いか
?

(オ
)

寮
嚢
嚢

箋

コ
ソ
バ
、
"凄
萎

に
、
気
軽

に

御
利
用
下
さ
い
。

.大

将
軍

自̀
慢
の
味
と
値

段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お

待

ち
レ
て
い
ま
ず
。

◇
コ
ン
パ
お
一人

二
五〇
円
よ
り

◇
献
立
の
一例

ロ
ース
焼
肉
三
〇
〇円

ワ
ン
タン
一
◎
2

}円
ギ
ョー
岬七
〇
円
ラー
メ
ン七
〇
巴

◇
お
座
獄
料
・サ
ー
ビ
ス
料
.駐
車
料
は
一切

盃
ぞ
詫

畢畿大 勝軍u
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お
れ
の

選
た
く
に

問
違
い
な
か
っ
た

あ
い
つ
の

に
お
い
は

お
れ
と
同
じ
だ
が

かお りの よい
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